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資料 6-1  環境振動調査結果 

[本編 p.249 参照] 

環境振動調査結果を表 6-1-1(1)～(4)、表 6-1-2(1)～(4)及び表 6-1-3(1)～(4)に示す。 

表 6-1-1(1) 環境振動調査結果（焼却炉稼働中の平日） 

平成30年12月18日(火) 

No.1-N

単位：dB

L10 L50 L90

29 27 25

29 27 26

28 27 25

30 28 26

31 29 27

31 29 27

34 31 28

37 29 27

34 30 28

35 32 29

37 33 31

38 33 30

35 31 29

36 32 29

37 33 30

40 35 32

35 32 30

34 30 28

31 29 27

30 28 26

29 28 26

29 27 26

29 27 25

29 27 26

昼間 35 31 29
夜間 30 28 26

11:00  ～ 12:00

12:00  ～ 13:00

23:00  ～ 24:00

21:00  ～ 22:00

時　間　率　振　動　レ　ベ　ル

調査日：

調査地点：

 1:00  ～  2:00

10:00  ～ 11:00

時　間

13:00  ～ 14:00

 0:00  ～  1:00

 3:00  ～  4:00

15:00  ～ 16:00

 2:00  ～  3:00

18:00  ～ 19:00

19:00  ～ 20:00

 9:00  ～ 10:00

 8:00  ～  9:00

 4:00  ～  5:00

 7:00  ～  8:00

 5:00  ～  6:00

16:00  ～ 17:00

17:00  ～ 18:00

14:00  ～ 15:00

 6:00  ～  7:00

20:00  ～ 21:00

22:00  ～ 23:00

平均値

注) 1：測定下限値（25dB）未満の値については「<25」と示した。

　　2：平均値の欄において、時間の区分は以下のとおりとした。

　　　 昼間：7～20時　夜間：20～7時

振動レベルの時間変化

　　3：平均値は、時間毎の測定値を算術平均し、小数点以下第一位を四捨五入した

　　　 値である。なお、測定下限値未満であった測定結果については、測定下限値

       (25dB)を用いて平均値を算出した。（時間区分の全ての時間で測定下限値未

　　　 満であった場合は、平均値についても測定下限値未満(<25)とした。)
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表 6-1-1(2) 環境振動調査結果（焼却炉稼働中の平日）

平成30年12月18日(火) 

No.1-E

単位：dB

L10 L50 L90

31 30 29

31 30 29

31 30 29

32 31 29

32 30 29

32 31 29

35 32 30

34 31 30

33 31 30

33 31 30

36 33 31

35 32 30

35 32 30

35 32 30

35 33 31

36 34 32

34 32 31

33 32 31

33 32 31

33 32 31

33 32 31

33 32 31

33 32 31

33 32 31

昼間 34 32 31
夜間 32 31 30

　　2：平均値の欄において、時間の区分は以下のとおりとした。

　　　 昼間：7～20時　夜間：20～7時

　　3：平均値は、時間毎の測定値を算術平均し、小数点以下第一位を四捨五入した

　　　 値である。なお、測定下限値未満であった測定結果については、測定下限値

       (25dB)を用いて平均値を算出した。（時間区分の全ての時間で測定下限値未

　　　 満であった場合は、平均値についても測定下限値未満(<25)とした。)

振動レベルの時間変化

平均値

注) 1：測定下限値（25dB）未満の値については「<25」と示した。

17:00  ～ 18:00

18:00  ～ 19:00

19:00  ～ 20:00

20:00  ～ 21:00

21:00  ～ 22:00

22:00  ～ 23:00

23:00  ～ 24:00

15:00  ～ 16:00

16:00  ～ 17:00

 7:00  ～  8:00

 8:00  ～  9:00

 9:00  ～ 10:00

10:00  ～ 11:00

11:00  ～ 12:00

12:00  ～ 13:00

13:00  ～ 14:00

14:00  ～ 15:00

 0:00  ～  1:00

 1:00  ～  2:00

 2:00  ～  3:00

 3:00  ～  4:00

 4:00  ～  5:00

 5:00  ～  6:00

 6:00  ～  7:00

時　間
時　間　率　振　動　レ　ベ　ル

調査地点：

調査日：
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表 6-1-1(3) 環境振動調査結果（焼却炉稼働中の平日）

平成30年12月18日(火) 

No.1-S

単位：dB

L10 L50 L90

<25 <25 <25

25 <25 <25

<25 <25 <25

26 <25 <25

28 <25 <25

28 <25 <25

33 28 <25

32 26 <25

30 26 <25

30 27 <25

33 30 27

33 29 26

35 29 25

33 29 26

32 29 26

34 31 28

33 28 <25

27 <25 <25

26 <25 <25

<25 <25 <25

<25 <25 <25

<25 <25 <25

<25 <25 <25

<25 <25 <25

昼間 31 28 26
夜間 26 25 <25

　　2：平均値の欄において、時間の区分は以下のとおりとした。

　　　 昼間：7～20時　夜間：20～7時

　　3：平均値は、時間毎の測定値を算術平均し、小数点以下第一位を四捨五入した

　　　 値である。なお、測定下限値未満であった測定結果については、測定下限値

       (25dB)を用いて平均値を算出した。（時間区分の全ての時間で測定下限値未

　　　 満であった場合は、平均値についても測定下限値未満(<25)とした。)

振動レベルの時間変化

平均値

注) 1：測定下限値（25dB）未満の値については「<25」と示した。

17:00  ～ 18:00

18:00  ～ 19:00

19:00  ～ 20:00

20:00  ～ 21:00

21:00  ～ 22:00

22:00  ～ 23:00

23:00  ～ 24:00

15:00  ～ 16:00

16:00  ～ 17:00

 7:00  ～  8:00

 8:00  ～  9:00

 9:00  ～ 10:00

10:00  ～ 11:00

11:00  ～ 12:00

12:00  ～ 13:00

13:00  ～ 14:00

14:00  ～ 15:00

 0:00  ～  1:00

 1:00  ～  2:00

 2:00  ～  3:00

 3:00  ～  4:00

 4:00  ～  5:00

 5:00  ～  6:00

 6:00  ～  7:00

時　間
時　間　率　振　動　レ　ベ　ル

調査地点：

調査日：
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表 6-1-1(4) 環境振動調査結果（焼却炉稼働中の平日）

平成30年12月18日(火) 

No.1-W

単位：dB

L10 L50 L90

28 <25 <25

31 26 <25

27 <25 <25

32 27 <25

33 28 25

32 28 25

46 36 30

40 31 27

40 32 29

40 34 31

46 38 33

44 37 33

46 37 32

44 37 32

43 37 34

47 39 34

45 36 31

37 31 28

33 29 26

30 26 <25

29 26 <25

29 <25 <25

27 <25 <25

27 <25 <25

昼間 41 34 30
夜間 31 27 26

　　2：平均値の欄において、時間の区分は以下のとおりとした。

　　　 昼間：7～20時　夜間：20～7時

　　3：平均値は、時間毎の測定値を算術平均し、小数点以下第一位を四捨五入した

　　　 値である。なお、測定下限値未満であった測定結果については、測定下限値

       (25dB)を用いて平均値を算出した。（時間区分の全ての時間で測定下限値未

　　　 満であった場合は、平均値についても測定下限値未満(<25)とした。)

振動レベルの時間変化

平均値

注) 1：測定下限値（25dB）未満の値については「<25」と示した。

17:00  ～ 18:00

18:00  ～ 19:00

19:00  ～ 20:00

20:00  ～ 21:00

21:00  ～ 22:00

22:00  ～ 23:00

23:00  ～ 24:00

15:00  ～ 16:00

16:00  ～ 17:00

 7:00  ～  8:00

 8:00  ～  9:00

 9:00  ～ 10:00

10:00  ～ 11:00

11:00  ～ 12:00

12:00  ～ 13:00

13:00  ～ 14:00

14:00  ～ 15:00

 0:00  ～  1:00

 1:00  ～  2:00

 2:00  ～  3:00

 3:00  ～  4:00

 4:00  ～  5:00

 5:00  ～  6:00

 6:00  ～  7:00

時　間
時　間　率　振　動　レ　ベ　ル

調査地点：

調査日：
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表 6-1-2(1) 環境振動調査結果（焼却炉稼働中の休日）

平成30年12月24日(月) 

No.1-N

単位：dB

L10 L50 L90

29 26 <25

27 26 <25

29 27 25

29 27 25

30 28 26

31 28 27

35 31 28

36 31 29

40 33 29

38 33 30

39 34 31

35 31 29

35 31 29

35 31 29

35 31 29

34 31 28

32 29 27

30 28 26

29 27 26

29 27 26

28 27 25

28 26 25

29 27 25

28 26 25

昼間 34 31 28
夜間 29 27 26

11:00  ～ 12:00

12:00  ～ 13:00

23:00  ～ 24:00

21:00  ～ 22:00

時　間　率　振　動　レ　ベ　ル

調査日：

調査地点：

 1:00  ～  2:00

10:00  ～ 11:00

時　間

13:00  ～ 14:00

 0:00  ～  1:00

 3:00  ～  4:00

15:00  ～ 16:00

 2:00  ～  3:00

18:00  ～ 19:00

19:00  ～ 20:00

 9:00  ～ 10:00

 8:00  ～  9:00

 4:00  ～  5:00

 7:00  ～  8:00

 5:00  ～  6:00

16:00  ～ 17:00

17:00  ～ 18:00

14:00  ～ 15:00

 6:00  ～  7:00

20:00  ～ 21:00

22:00  ～ 23:00

平均値

注) 1：測定下限値（25dB）未満の値については「<25」と示した。

　　2：平均値の欄において、時間の区分は以下のとおりとした。

　　　 昼間：7～20時　夜間：20～7時

振動レベルの時間変化

　　3：平均値は、時間毎の測定値を算術平均し、小数点以下第一位を四捨五入した

　　　 値である。なお、測定下限値未満であった測定結果については、測定下限値

       (25dB)を用いて平均値を算出した。（時間区分の全ての時間で測定下限値未

　　　 満であった場合は、平均値についても測定下限値未満(<25)とした。)
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表 6-1-2(2) 環境振動調査結果（焼却炉稼働中の休日）

平成30年12月24日(月) 

No.1-E

単位：dB

L10 L50 L90

32 30 29

31 30 29

32 31 29

31 30 29

32 30 29

32 31 29

36 32 31

38 32 30

37 33 31

37 33 31

38 34 32

33 31 30

35 32 30

34 31 29

34 31 29

34 32 30

32 31 29

31 30 29

31 30 29

32 30 29

31 30 29

31 30 29

32 30 29

31 30 29

昼間 34 31 30
夜間 32 30 29

調査日：

調査地点：

時　間
時　間　率　振　動　レ　ベ　ル

 0:00  ～  1:00

 1:00  ～  2:00

 2:00  ～  3:00

 3:00  ～  4:00

 4:00  ～  5:00

 5:00  ～  6:00

 6:00  ～  7:00

 7:00  ～  8:00

 8:00  ～  9:00

 9:00  ～ 10:00

10:00  ～ 11:00

11:00  ～ 12:00

12:00  ～ 13:00

13:00  ～ 14:00

14:00  ～ 15:00

15:00  ～ 16:00

16:00  ～ 17:00

17:00  ～ 18:00

18:00  ～ 19:00

19:00  ～ 20:00

20:00  ～ 21:00

21:00  ～ 22:00

22:00  ～ 23:00

23:00  ～ 24:00

平均値

注) 1：測定下限値（25dB）未満の値については「<25」と示した。

　　2：平均値の欄において、時間の区分は以下のとおりとした。

　　　 昼間：7～20時　夜間：20～7時

　　3：平均値は、時間毎の測定値を算術平均し、小数点以下第一位を四捨五入した

　　　 値である。なお、測定下限値未満であった測定結果については、測定下限値

       (25dB)を用いて平均値を算出した。（時間区分の全ての時間で測定下限値未

　　　 満であった場合は、平均値についても測定下限値未満(<25)とした。)

振動レベルの時間変化
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表 6-1-2(3) 環境振動調査結果（焼却炉稼働中の休日）

平成30年12月24日(月) 

No.1-S

単位：dB

L10 L50 L90

<25 <25 <25

<25 <25 <25

<25 <25 <25

<25 <25 <25

<25 <25 <25

27 <25 <25

34 29 <25

34 29 <25

39 32 25

36 30 26

35 31 27

29 25 <25

33 28 <25

33 27 <25

33 27 <25

32 28 <25

28 <25 <25

<25 <25 <25

<25 <25 <25

<25 <25 <25

<25 <25 <25

<25 <25 <25

<25 <25 <25

<25 <25 <25

昼間 31 27 25
夜間 26 25 <25

調査日：

調査地点：

時　間
時　間　率　振　動　レ　ベ　ル

 0:00  ～  1:00

 1:00  ～  2:00

 2:00  ～  3:00

 3:00  ～  4:00

 4:00  ～  5:00

 5:00  ～  6:00

 6:00  ～  7:00

 7:00  ～  8:00

 8:00  ～  9:00

 9:00  ～ 10:00

10:00  ～ 11:00

11:00  ～ 12:00

12:00  ～ 13:00

13:00  ～ 14:00

14:00  ～ 15:00

15:00  ～ 16:00

16:00  ～ 17:00

17:00  ～ 18:00

18:00  ～ 19:00

19:00  ～ 20:00

20:00  ～ 21:00

21:00  ～ 22:00

22:00  ～ 23:00

23:00  ～ 24:00

平均値

注) 1：測定下限値（25dB）未満の値については「<25」と示した。

　　2：平均値の欄において、時間の区分は以下のとおりとした。

　　　 昼間：7～20時　夜間：20～7時

　　3：平均値は、時間毎の測定値を算術平均し、小数点以下第一位を四捨五入した

　　　 値である。なお、測定下限値未満であった測定結果については、測定下限値

       (25dB)を用いて平均値を算出した。（時間区分の全ての時間で測定下限値未

　　　 満であった場合は、平均値についても測定下限値未満(<25)とした。)

振動レベルの時間変化
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表 6-1-2(4) 環境振動調査結果（焼却炉稼働中の休日）

平成30年12月24日(月) 

No.1-W

単位：dB

L10 L50 L90

26 <25 <25

26 <25 <25

29 <25 <25

29 27 <25

30 26 <25

31 27 <25

47 38 29

46 36 30

50 41 31

46 37 32

49 39 33

37 31 28

45 35 29

44 34 29

45 35 29

46 36 30

39 30 26

30 26 <25

28 25 <25

27 <25 <25

27 <25 <25

26 <25 <25

28 <25 <25

27 <25 <25

昼間 41 33 29
夜間 30 27 25

調査日：

調査地点：

時　間
時　間　率　振　動　レ　ベ　ル

 0:00  ～  1:00

 1:00  ～  2:00

 2:00  ～  3:00

 3:00  ～  4:00

 4:00  ～  5:00

 5:00  ～  6:00

 6:00  ～  7:00

 7:00  ～  8:00

 8:00  ～  9:00

 9:00  ～ 10:00

10:00  ～ 11:00

11:00  ～ 12:00

12:00  ～ 13:00

13:00  ～ 14:00

14:00  ～ 15:00

15:00  ～ 16:00

16:00  ～ 17:00

17:00  ～ 18:00

18:00  ～ 19:00

19:00  ～ 20:00

20:00  ～ 21:00

21:00  ～ 22:00

22:00  ～ 23:00

23:00  ～ 24:00

平均値

注) 1：測定下限値（25dB）未満の値については「<25」と示した。

　　2：平均値の欄において、時間の区分は以下のとおりとした。

　　　 昼間：7～20時　夜間：20～7時

　　3：平均値は、時間毎の測定値を算術平均し、小数点以下第一位を四捨五入した

　　　 値である。なお、測定下限値未満であった測定結果については、測定下限値

       (25dB)を用いて平均値を算出した。（時間区分の全ての時間で測定下限値未

　　　 満であった場合は、平均値についても測定下限値未満(<25)とした。)

振動レベルの時間変化
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表 6-1-3(1) 環境振動調査結果（焼却炉停止日の平日）

平成30年10月23日(火) 

No.1-N

単位：dB

L10 L50 L90

27 <25 <25

27 <25 <25

27 25 <25

28 <25 <25

29 27 <25

31 28 26

32 29 26

30 27 <25

33 30 27

33 30 28

36 33 29

34 30 28

33 30 27

38 33 29

36 31 28

34 31 28

34 30 27

31 28 26

32 27 <25

28 25 <25

27 <25 <25

25 <25 <25

26 <25 <25

25 <25 <25

昼間 33 30 27
夜間 28 26 25

注) 1：測定下限値（25dB）未満の値については「<25」と示した。

　　2：平均値の欄において、時間の区分は以下のとおりとした。

　　　 昼間：7～20時　夜間：20～7時

振動レベルの時間変化

　　3：平均値は、時間毎の測定値を算術平均し、小数点以下第一位を四捨五入した

　　　 値である。なお、測定下限値未満であった測定結果については、測定下限値

       (25dB)を用いて平均値を算出した。（時間区分の全ての時間で測定下限値未

　　　 満であった場合は、平均値についても測定下限値未満(<25)とした。)

 6:00  ～  7:00

20:00  ～ 21:00

22:00  ～ 23:00

平均値

 2:00  ～  3:00

18:00  ～ 19:00

19:00  ～ 20:00

 9:00  ～ 10:00

 8:00  ～  9:00

 4:00  ～  5:00

 7:00  ～  8:00

 5:00  ～  6:00

16:00  ～ 17:00

17:00  ～ 18:00

14:00  ～ 15:00

 1:00  ～  2:00

10:00  ～ 11:00

時　間

13:00  ～ 14:00

 0:00  ～  1:00

 3:00  ～  4:00

15:00  ～ 16:00

調査日：

調査地点：

時　間　率　振　動　レ　ベ　ル

11:00  ～ 12:00

12:00  ～ 13:00

23:00  ～ 24:00

21:00  ～ 22:00
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表 6-1-3(2) 環境振動調査結果（焼却炉停止日の平日）

平成30年10月23日(火) 

No.1-E

単位：dB

L10 L50 L90

<25 <25 <25

<25 <25 <25

25 <25 <25

<25 <25 <25

26 <25 <25

28 25 <25

31 27 <25

27 <25 <25

29 26 <25

30 27 <25

34 29 26

31 27 <25

31 27 <25

32 28 25

32 28 <25

33 29 26

31 27 <25

28 <25 <25

<25 <25 <25

<25 <25 <25

<25 <25 <25

<25 <25 <25

<25 <25 <25

<25 <25 <25

昼間 30 27 25
夜間 26 25 <25

調査日：

調査地点：

時　間
時　間　率　振　動　レ　ベ　ル

 0:00  ～  1:00

 1:00  ～  2:00

 2:00  ～  3:00

 3:00  ～  4:00

 4:00  ～  5:00

 5:00  ～  6:00

 6:00  ～  7:00

 7:00  ～  8:00

 8:00  ～  9:00

 9:00  ～ 10:00

10:00  ～ 11:00

11:00  ～ 12:00

12:00  ～ 13:00

13:00  ～ 14:00

14:00  ～ 15:00

15:00  ～ 16:00

16:00  ～ 17:00

17:00  ～ 18:00

18:00  ～ 19:00

19:00  ～ 20:00

20:00  ～ 21:00

21:00  ～ 22:00

22:00  ～ 23:00

23:00  ～ 24:00

平均値

注) 1：測定下限値（25dB）未満の値については「<25」と示した。

　　2：平均値の欄において、時間の区分は以下のとおりとした。

　　　 昼間：7～20時　夜間：20～7時

　　3：平均値は、時間毎の測定値を算術平均し、小数点以下第一位を四捨五入した

　　　 値である。なお、測定下限値未満であった測定結果については、測定下限値

       (25dB)を用いて平均値を算出した。（時間区分の全ての時間で測定下限値未

　　　 満であった場合は、平均値についても測定下限値未満(<25)とした。)

振動レベルの時間変化
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表 6-1-3(3) 環境振動調査結果（焼却炉停止日の平日）

平成30年10月23日(火) 

No.1-S

単位：dB

L10 L50 L90

<25 <25 <25

<25 <25 <25

<25 <25 <25

<25 <25 <25

26 <25 <25

28 <25 <25

32 27 <25

28 <25 <25

30 26 <25

30 26 <25

33 29 26

31 26 <25

31 26 <25

32 28 <25

32 27 <25

33 29 26

30 26 <25

29 <25 <25

<25 <25 <25

<25 <25 <25

<25 <25 <25

<25 <25 <25

<25 <25 <25

<25 <25 <25

昼間 30 27 25
夜間 26 25 <25

調査日：

調査地点：

時　間
時　間　率　振　動　レ　ベ　ル

 0:00  ～  1:00

 1:00  ～  2:00

 2:00  ～  3:00

 3:00  ～  4:00

 4:00  ～  5:00

 5:00  ～  6:00

 6:00  ～  7:00

 7:00  ～  8:00

 8:00  ～  9:00

 9:00  ～ 10:00

10:00  ～ 11:00

11:00  ～ 12:00

12:00  ～ 13:00

13:00  ～ 14:00

14:00  ～ 15:00

15:00  ～ 16:00

16:00  ～ 17:00

17:00  ～ 18:00

18:00  ～ 19:00

19:00  ～ 20:00

20:00  ～ 21:00

21:00  ～ 22:00

22:00  ～ 23:00

23:00  ～ 24:00

平均値

注) 1：測定下限値（25dB）未満の値については「<25」と示した。

　　2：平均値の欄において、時間の区分は以下のとおりとした。

　　　 昼間：7～20時　夜間：20～7時

　　3：平均値は、時間毎の測定値を算術平均し、小数点以下第一位を四捨五入した

　　　 値である。なお、測定下限値未満であった測定結果については、測定下限値

       (25dB)を用いて平均値を算出した。（時間区分の全ての時間で測定下限値未

　　　 満であった場合は、平均値についても測定下限値未満(<25)とした。)

振動レベルの時間変化
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表 6-1-3(4) 環境振動調査結果（焼却炉停止日の平日）

平成30年10月23日(火) 

No.1-W

単位：dB

L10 L50 L90

27 <25 <25

28 <25 <25

29 <25 <25

31 26 <25

31 27 <25

33 29 26

43 31 27

38 30 26

38 32 29

39 33 30

45 36 32

39 33 30

40 32 28

42 35 31

44 36 31

46 38 32

40 34 31

37 31 27

30 26 <25

30 26 <25

27 <25 <25

27 <25 <25

25 <25 <25

26 <25 <25

昼間 39 33 29
夜間 30 26 25

調査日：

調査地点：

時　間
時　間　率　振　動　レ　ベ　ル

 0:00  ～  1:00

 1:00  ～  2:00

 2:00  ～  3:00

 3:00  ～  4:00

 4:00  ～  5:00

 5:00  ～  6:00

 6:00  ～  7:00

 7:00  ～  8:00

 8:00  ～  9:00

 9:00  ～ 10:00

10:00  ～ 11:00

11:00  ～ 12:00

12:00  ～ 13:00

13:00  ～ 14:00

14:00  ～ 15:00

15:00  ～ 16:00

16:00  ～ 17:00

17:00  ～ 18:00

18:00  ～ 19:00

19:00  ～ 20:00

20:00  ～ 21:00

21:00  ～ 22:00

22:00  ～ 23:00

23:00  ～ 24:00

平均値

注) 1：測定下限値（25dB）未満の値については「<25」と示した。

　　2：平均値の欄において、時間の区分は以下のとおりとした。

　　　 昼間：7～20時　夜間：20～7時

　　3：平均値は、時間毎の測定値を算術平均し、小数点以下第一位を四捨五入した

　　　 値である。なお、測定下限値未満であった測定結果については、測定下限値

       (25dB)を用いて平均値を算出した。（時間区分の全ての時間で測定下限値未

　　　 満であった場合は、平均値についても測定下限値未満(<25)とした。)

振動レベルの時間変化
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資料 6-2  道路交通振動調査結果 

[本編 p.256 参照] 

道路交通振動調査結果を表 6-2-1(1)～(3)及び表 6-2-2(1)～(3)に示す。 

表 6-2-1(1) 道路交通振動調査結果（平日） 

平成30年11月28日(水)

No.6

単位：dB

L10 L50 L90

42 32 26

41 33 27

41 33 29

43 34 29

44 35 30

45 35 30

43 34 29

43 35 29

42 35 30

43 34 29

42 34 29

40 32 27

39 30 25

36 26 <25

33 <25 <25

30 <25 <25

昼間 42 33 28
夜間 35 27 25

調査日：

調査地点：

時　間　率　振　動　レ　ベ　ル
時　間

13:00  ～ 14:00

10:00  ～ 11:00

 8:00  ～  9:00

14:00  ～ 15:00

16:00  ～ 17:00

17:00  ～ 18:00

 9:00  ～ 10:00

18:00  ～ 19:00

19:00  ～ 20:00

12:00  ～ 13:00

11:00  ～ 12:00

 6:00  ～  7:00

 7:00  ～  8:00

平均値

15:00  ～ 16:00

21:00  ～ 22:00

20:00  ～ 21:00

振動レベルの時間変化

注) 1：測定下限値（25dB）未満の値については「<25」と示した。

　　2：平均値の欄において、時間の区分は以下のとおりとした。

　　　 昼間：7～20時　夜間：20～7時

　　3：平均値は、時間毎の測定値を算術平均し、小数点以下第一位を四捨五入した

　　　 値である。なお、測定下限値未満であった測定結果については、測定下限値

       (25dB)を用いて平均値を算出した。（時間区分の全ての時間で測定下限値未

　　　 満であった場合は、平均値についても測定下限値未満(<25)とした。)

25

30

35

40

45

50

55

60

65

70

6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21

振
動
レ
ベ

ル
(
d
B)

時間

L  

L  

L  



- 340 - 

表 6-2-1(2) 道路交通振動調査結果（平日）

平成30年11月28日(水)

No.7

単位：dB

L10 L50 L90

52 46 38

51 45 37

52 46 39

54 48 41

53 48 41

53 48 42

53 47 41

53 47 40

53 47 40

53 47 40

52 45 39

50 42 36

48 40 34

48 40 31

49 39 28

49 38 26

昼間 52 45 39
夜間 50 41 31

17:00  ～ 18:00

 6:00  ～  7:00

14:00  ～ 15:00

11:00  ～ 12:00

16:00  ～ 17:00

 9:00  ～ 10:00

振動レベルの時間変化

　　2：平均値の欄において、時間の区分は以下のとおりとした。

　　　 昼間：7～20時　夜間：20～7時

　　3：平均値は、時間毎の測定値を算術平均し、小数点以下第一位を四捨五入した

　　　 値である。なお、測定下限値未満であった測定結果については、測定下限値

       (25dB)を用いて平均値を算出した。（時間区分の全ての時間で測定下限値未

　　　 満であった場合は、平均値についても測定下限値未満(<25)とした。)

平均値

注) 1：測定下限値（25dB）未満の値については「<25」と示した。
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表 6-2-1(3) 道路交通振動調査結果（平日）

平成30年11月28日(水)

No.8

単位：dB

L10 L50 L90

60 53 40

58 51 41

61 53 43

62 55 44

61 55 43

61 55 43

62 55 40

61 54 43

61 54 42

61 54 42

60 52 42

59 49 37

58 49 41

58 48 37

58 47 38

57 45 30

昼間 60 53 41
夜間 58 48 36

17:00  ～ 18:00

 6:00  ～  7:00

14:00  ～ 15:00

11:00  ～ 12:00

16:00  ～ 17:00

 9:00  ～ 10:00

振動レベルの時間変化

　　2：平均値の欄において、時間の区分は以下のとおりとした。

　　　 昼間：7～20時　夜間：20～7時

　　3：平均値は、時間毎の測定値を算術平均し、小数点以下第一位を四捨五入した

　　　 値である。なお、測定下限値未満であった測定結果については、測定下限値

       (25dB)を用いて平均値を算出した。（時間区分の全ての時間で測定下限値未

　　　 満であった場合は、平均値についても測定下限値未満(<25)とした。)

平均値

注) 1：測定下限値（25dB）未満の値については「<25」と示した。
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表 6-2-2(1) 道路交通振動調査結果（休日）

平成31年1月14日(月)

No.6

単位：dB

L10 L50 L90

38 29 <25

38 29 <25

37 29 <25

38 30 26

38 30 <25

39 31 26

38 30 <25

39 31 26

39 31 26

38 29 <25

37 29 <25

38 31 26

36 26 <25

32 <25 <25

29 <25 <25

29 <25 <25

昼間 38 29 25
夜間 32 26 <25

調査日：

調査地点：

時　間　率　振　動　レ　ベ　ル
時　間

13:00  ～ 14:00

10:00  ～ 11:00

 8:00  ～  9:00

14:00  ～ 15:00

16:00  ～ 17:00

17:00  ～ 18:00

 9:00  ～ 10:00

18:00  ～ 19:00

19:00  ～ 20:00

12:00  ～ 13:00

11:00  ～ 12:00

 6:00  ～  7:00

 7:00  ～  8:00

平均値

15:00  ～ 16:00

21:00  ～ 22:00

20:00  ～ 21:00

振動レベルの時間変化

注) 1：測定下限値（25dB）未満の値については「<25」と示した。

　　2：平均値の欄において、時間の区分は以下のとおりとした。

　　　 昼間：7～20時　夜間：20～7時

　　3：平均値は、時間毎の測定値を算術平均し、小数点以下第一位を四捨五入した

　　　 値である。なお、測定下限値未満であった測定結果については、測定下限値

       (25dB)を用いて平均値を算出した。（時間区分の全ての時間で測定下限値未

　　　 満であった場合は、平均値についても測定下限値未満(<25)とした。)
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表 6-2-2(2) 道路交通振動調査結果（休日）

平成31年1月14日(月)

No.7

単位：dB

L10 L50 L90

52 45 35

51 44 35

51 44 34

52 46 37

52 46 37

52 45 37

51 44 36

51 45 36

52 45 36

51 44 35

50 42 33

48 39 33

48 38 31

48 37 27

48 37 26

49 37 25

昼間 51 43 34
夜間 50 40 29

17:00  ～ 18:00

 6:00  ～  7:00

14:00  ～ 15:00

11:00  ～ 12:00

16:00  ～ 17:00

 9:00  ～ 10:00

振動レベルの時間変化

　　2：平均値の欄において、時間の区分は以下のとおりとした。

　　　 昼間：7～20時　夜間：20～7時

　　3：平均値は、時間毎の測定値を算術平均し、小数点以下第一位を四捨五入した

　　　 値である。なお、測定下限値未満であった測定結果については、測定下限値

       (25dB)を用いて平均値を算出した。（時間区分の全ての時間で測定下限値未

　　　 満であった場合は、平均値についても測定下限値未満(<25)とした。)

平均値

注) 1：測定下限値（25dB）未満の値については「<25」と示した。
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表 6-2-2(3) 道路交通振動調査結果（休日）

平成31年1月14日(月)

No.8

単位：dB

L10 L50 L90

60 50 36

60 50 37

60 50 38

60 51 37

60 51 37

60 50 39

59 50 36

58 50 41

59 50 41

59 50 41

58 49 41

57 47 39

57 47 40

56 46 38

57 46 40

57 45 34

昼間 59 49 39
夜間 58 47 37

17:00  ～ 18:00

 6:00  ～  7:00

14:00  ～ 15:00

11:00  ～ 12:00

16:00  ～ 17:00

 9:00  ～ 10:00

振動レベルの時間変化

　　2：平均値の欄において、時間の区分は以下のとおりとした。

　　　 昼間：7～20時　夜間：20～7時

　　3：平均値は、時間毎の測定値を算術平均し、小数点以下第一位を四捨五入した

　　　 値である。なお、測定下限値未満であった測定結果については、測定下限値

       (25dB)を用いて平均値を算出した。（時間区分の全ての時間で測定下限値未

　　　 満であった場合は、平均値についても測定下限値未満(<25)とした。)

平均値

注) 1：測定下限値（25dB）未満の値については「<25」と示した。
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資料 6-3  地盤卓越振動数調査結果 

[本編 p.257 参照] 

地盤卓越振動数調査結果を表 6-3-1(1)～(3)に示す。 

表 6-3-1(1) 地盤卓越振動数調査結果 

調査日：平成30年11月28日（水）

調査地点：No.6

1回目 2回目 3回目 4回目 5回目 6回目 7回目 8回目 9回目 10回目

1 9.2 5.5 5.5 10.0 7.7 9.8 5.5 9.2 4.7 6.8

1.25 9.0 6.2 6.2 10.2 5.5 5.5 8.3 4.3 4.3 4.7

1.6 6.5 6.2 8.2 7.5 6.5 6.5 6.8 6.8 8.3 6.2

2 10.4 13.5 12.4 9.6 16.7 14.9 12.8 15.4 14.6 14.3

2.5 15.3 24.7 18.5 19.7 15.6 16.8 27.1 25.2 22.8 29.5

3.15 27.5 37.4 32.6 26.1 22.5 31.5 29.3 35.5 28.5 25.2

4 38.6 39.1 32.8 28.1 25.2 28.6 30.3 28.9 30.0 33.9

5 37.1 36.0 33.9 32.7 23.5 29.8 33.0 31.5 32.1 32.9

6.3 31.6 41.0 42.2 26.4 30.0 28.0 35.3 33.8 33.8 26.7

8 35.9 37.7 46.8 34.8 23.4 23.7 30.7 30.5 36.1 31.7

10 42.3 42.2 47.1 39.6 24.0 24.8 28.9 39.3 36.6 31.1

12.5 43.0 39.0 43.4 38.0 35.1 30.1 42.8 40.9 45.0 38.2

16 42.4 39.2 42.5 38.3 41.9 38.9 41.2 39.3 41.1 37.1

20 36.0 36.4 34.1 39.5 38.3 36.6 35.3 39.1 36.6 29.2

25 28.6 33.4 31.8 29.3 28.3 32.0 33.4 31.8 30.5 23.8

31.5 23.7 27.8 29.7 25.6 28.5 29.6 24.9 26.5 22.1 17.8

40 15.7 17.8 24.7 24.7 20.9 22.8 21.4 20.5 18.2 12.7

50 23.0 11.0 23.7 13.0 17.8 16.4 14.0 14.2 14.2 10.9

63 10.5 11.0 16.0 8.0 11.7 9.8 8.4 11.1 7.4 7.5

80 19.6 7.0 13.1 7.5 11.3 9.8 7.3 6.7 6.8 6.6

振動加速度レベルが

最大を示した

中心周波数(Hz)

12.5 10 10 10 16 16 12.5 12.5 12.5 12.5

12.5 Hz

注）1:振動加速度レベルの調査結果のうち、30dB未満の値は参考値である。

    2:網掛けは各測定における振動加速度レベルの最大値を示す。

    3:地盤卓越振動数は、振動加速度レベルが最大を示した中心周波数を算術平均し、小数点以下第二位を

      四捨五入した値である。

地盤卓越振動数：

振動加速度レベル(dB)
中心周波数（Hz)
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表 6-3-1(2) 地盤卓越振動数調査結果

調査日：平成30年11月28日（水）

調査地点：No.7

1回目 2回目 3回目 4回目 5回目 6回目 7回目 8回目 9回目 10回目

1 4.7 5.5 6.2 3.8 4.7 4.7 5.5 2.5 5.5 6.2

1.25 5.1 4.7 5.5 5.9 4.3 4.3 5.9 6.5 4.7 4.7

1.6 4.3 8.0 5.9 8.2 5.5 7.5 11.1 10.0 5.1 5.1

2 8.3 9.6 8.3 11.4 8.2 11.9 15.1 13.4 8.2 6.8

2.5 26.7 21.9 18.9 21.7 25.4 17.2 21.1 23.8 19.3 13.9

3.15 34.5 35.1 23.3 25.3 31.3 31.8 37.3 31.6 29.2 33.1

4 43.1 36.4 36.9 35.4 33.4 36.9 37.8 37.3 41.4 36.1

5 42.2 42.1 39.4 39.1 36.7 31.7 42.2 40.9 41.7 34.1

6.3 40.2 41.4 39.8 47.8 35.1 35.0 40.4 40.9 36.8 31.2

8 37.7 35.7 39.9 41.2 34.5 32.5 39.1 46.8 36.3 33.6

10 49.0 38.4 43.5 45.6 43.8 43.3 47.4 48.0 39.8 40.7

12.5 49.6 46.3 47.9 48.2 42.3 44.7 48.2 41.6 41.9 39.7

16 45.3 37.0 40.7 38.9 37.1 41.8 43.1 33.2 39.2 36.7

20 35.2 36.8 36.5 34.2 35.7 37.7 35.6 32.7 34.0 30.0

25 31.1 27.6 31.9 34.6 26.8 27.3 32.6 28.8 28.9 27.1

31.5 23.5 26.9 25.9 28.2 20.5 22.8 26.0 21.4 21.1 22.4

40 21.3 14.8 21.3 18.9 16.2 15.4 21.9 17.5 19.0 18.9

50 16.5 10.9 18.2 19.7 12.6 12.6 17.6 17.3 15.1 14.0

63 13.4 10.6 15.4 14.2 11.6 12.5 13.1 16.2 12.2 12.3

80 11.4 8.6 13.5 15.6 12.6 15.8 16.1 15.7 14.1 13.9

振動加速度レベルが

最大を示した

中心周波数(Hz)

12.5 12.5 12.5 12.5 10 12.5 12.5 10 12.5 10

11.8 Hz

注）1:振動加速度レベルの調査結果のうち、30dB未満の値は参考値である。

    2:網掛けは各測定における振動加速度レベルの最大値を示す。

    3:地盤卓越振動数は、振動加速度レベルが最大を示した中心周波数を算術平均し、小数点以下第二位を

      四捨五入した値である。

地盤卓越振動数：

中心周波数（Hz)
振動加速度レベル(dB)
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表 6-3-1(3) 地盤卓越振動数調査結果

調査日：平成30年11月28日（水）

調査地点：No.8

1回目 2回目 3回目 4回目 5回目 6回目 7回目 8回目 9回目 10回目

1 5.5 4.7 5.5 2.5 4.7 4.7 5.5 4.7 6.2 6.8

1.25 5.9 5.9 5.5 5.9 5.5 5.1 4.7 5.1 6.2 5.9

1.6 8.9 10.4 5.9 6.2 5.5 11.5 5.9 8.2 9.0 9.4

2 12.1 16.6 11.5 14.2 12.6 10.4 13.2 8.3 9.9 9.2

2.5 24.4 18.0 19.3 15.8 25.8 21.3 14.9 23.1 15.3 10.7

3.15 24.2 33.1 33.9 30.1 36.9 33.4 30.8 32.4 25.1 29.1

4 33.7 37.5 35.5 44.5 40.6 35.6 34.4 34.3 31.3 29.0

5 34.4 37.7 40.0 43.7 42.8 38.3 44.1 41.4 40.6 34.4

6.3 39.3 43.1 48.3 45.4 42.9 46.5 46.4 40.3 45.2 41.8

8 46.5 42.2 56.8 50.8 50.6 49.8 50.2 46.4 46.8 43.3

10 52.8 53.1 59.5 54.9 55.4 53.6 55.4 53.0 49.6 54.0

12.5 58.2 53.3 56.1 56.5 53.7 51.2 56.5 52.5 54.8 56.1

16 52.2 52.9 47.9 52.3 48.0 47.8 52.6 51.9 51.2 53.9

20 49.6 48.8 49.5 51.5 43.5 44.4 44.7 47.1 45.3 45.8

25 42.6 40.5 46.3 43.0 38.5 44.3 41.6 42.1 41.7 37.5

31.5 39.5 33.9 40.7 41.1 32.7 38.5 38.1 39.1 34.4 34.8

40 32.9 31.0 35.4 31.5 30.6 32.4 35.0 33.0 25.7 29.9

50 30.6 24.9 29.5 28.5 27.6 28.5 30.9 29.5 26.3 28.0

63 26.4 16.7 24.0 25.0 23.3 22.9 24.3 20.3 21.4 22.3

80 18.0 12.0 16.2 18.2 15.2 14.0 14.4 13.7 11.9 13.1

振動加速度レベルが

最大を示した

中心周波数(Hz)

12.5 12.5 10 12.5 10 10 12.5 10 12.5 12.5

11.5 Hz

注）1:振動加速度レベルの調査結果のうち、30dB未満の値は参考値である。

    2:網掛けは各測定における振動加速度レベルの最大値を示す。

    3:地盤卓越振動数は、振動加速度レベルが最大を示した中心周波数を算術平均し、小数点以下第二位を

      四捨五入した値である。

地盤卓越振動数：

中心周波数（Hz)
振動加速度レベル(dB)

0

10

20

30

40

50

60

70

1 1.25 1.6 2 2.5 3.15 4 5 6.3 8 10 12.5 16 20 25 31.5 40 50 63 80

振
動

加
速
度

レ
ベ
ル

(d
B
)

中心周波数（Hz）



- 348 - 

資料 6-4  建設機械の稼働及び施設の稼働による振動の予測方法 

[本編 p.250,251,260 参照] 

(1) 予測式 

ア 距離減衰 

建設機械の稼働及び施設の稼働による振動レベルの予測式は、「公害振動の予測手法」（塩

田正純，昭和 61 年）による振動伝搬理論式を用いた。 

Ｌ(r)＝Ｌ(ｒ０)－20log (ｒ／ｒ０)ｎ－8.68α(ｒ－ｒ０)  

ここで、Ｌ(r)  ： 振動源から r（m）離れた地点（受振点）の振動レベル（dB） 

Ｌ(ｒ０) ： 振動源からｒ０（m）離れた地点（基準点）の振動レベル（dB） 

ｒ    ： 振動源から受振点までの距離（m） 

ｒ０   ： 振動源から基準点までの距離（m） 

ｎ    ： 幾何減衰係数（振動は、一般的に表面波と実態波が複合して伝播す

ることから、表面波の幾何減衰係数（ｎ＝0.5）及び実体波の幾何

減衰係数（ｎ＝１）の中間の値としてｎ＝0.75 とした） 

α    ： 地盤の減衰定数（計画地は主に未固結堆積物により構成されている

ことから、未固結地盤に対応するα＝0.01 とした。） 

イ 複数振動源の合成 

振動源は複数稼働しているため、各振動源による振動レベルを次式により合成して求めた。 

Ｌ＝10log(10L(ｒ1)／10＋10Ｌ(ｒ2)／10＋･･････＋10Ｌ(ｒn)／10) 

ここで、Ｌ   ： 合成振動レベル（dB） 

Ｌ(ri) ： 振動発生源 iに対する予測点の振動レベル（dB） 

(2) 既存施設等における振動調査結果と振動伝搬理論式による予測結果の比較 

既存施設及び類似施設（破砕）の敷地内において振動調査を実施し、その結果と環境影響評

価等で過去に行った振動伝搬理論式による予測の結果を比較した。 

以下に示すとおり、振動調査結果と過去の予測結果が概ね一致したことから、本事業におい

ては振動伝搬理論式を用いて予測を行うこととした。 

ア 既存施設 

(ｱ) 敷地内における振動調査 

ａ 調査方法 

「JIS C 1510」の規格の振動レベル計を使用して、「JIS Z 8735」に定められた振動レ

ベル測定方法により、3地点同時に 10分間測定を行い、時間率振動レベル（L10）を算出

した。

ｂ 調査場所 

図 6-4-1 に示す事業予定地内の 3 地点において調査を実施した。 
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ｃ 調査時期 

平成 30 年 12 月 19 日（水）に調査を実施した。 

ｄ 調査結果 

調査結果を図 6-4-1 に示す。 

(ｲ) 過去に行った振動伝搬理論式による予測 

「名古屋市新南陽工場建設事業に係る環境影響評価書」（平成 3年，名古屋市）の抜粋を

以下に示す。 

ａ 予測事項 

新築施設から発生する振動レベル 

ｂ 予測対象時期 

新築施設供用時とした。 

ｃ 予測方法 

(a) 予測条件 

ⅰ 振動源データ 

「蒸気タービン」と「誘引通風機」を振動源として設定した。振動源のデータを

表 6-4-1 に示す。 

表 6-4-1 新築施設の振動源データ 

振動発生機器 基準振動レベル 基準距離 

蒸気タービン 52dB 1m 

誘引通風機 41dB 1m 

注）このデータは類似施設から収集したものである。 

ⅱ 振動源の位置 

「蒸気タービン」及び「誘引通風機」の位置を図 6-4-1 に示す。 

(b) 予測手法 

工場振動の予測は振動伝搬理論式を用いて行った。 

Ｌp＝Ｌ0－10log (ｒ／ｒ０)－8.7α(ｒ－ｒ０)  

ここで、Ｌp ： 予測点の振動レベル（dB） 

Ｌ0 ： 基準点の振動レベル（dB） 

ｒ  ： 振動源から予測点までの距離（m） 

ｒ０ ： 振動源から基準点までの距離（m） 

α  ： 地盤の減衰定数 

粘 土 α＝0.01～0.02 

シルト α＝0.02～0.03 

事業予定地周辺の地盤は、砂及びシルト層となっていること

からαは 0.02 を設定した。 

なお、予測に当たっては、建屋の影響を無視し、直接地盤へ伝搬するとした。 
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ｄ 予測結果 

予測結果を図 6-4-1 に示す。 

注）図中の●は、北から順に調査地点①、②、③を示す。 

＜既存施設における調査地点及び予測分布図＞ 

＜既存施設における振動調査結果＞ 

単位：dB 

調査地点 調査時間 
時間率振動レベル 

（L10） 

① 

3:57～4:07 

41 

② 29 

③ <25 

図 6-4-1 既存施設における振動調査結果と振動伝搬理論式による予測結果 

●

●

●
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イ 類似施設（破砕） 

(ｱ) 敷地内における振動調査 

ａ 調査方法 

ア(ｱ)ａ「調査方法」と同じとした。 

ｂ 調査場所 

図 6-4-2 に示す名古屋市大江破砕工場敷地内の 3地点において調査を実施した。 

ｃ 調査時期 

平成 30 年 11 月 22 日（木）に調査を実施した。 

ｄ 調査結果 

調査結果を図 6-4-2 に示す。 

(ｲ) 過去に行った振動伝搬理論式による予測 

「大江破砕処理施設（仮称）の建設に係る環境影響評価委託 環境影響評価図書」（平成

4 年，名古屋市）の抜粋を以下に示す。 

ａ 予測事項 

新築施設から発生する振動レベル 

ｂ 予測対象時期 

新築施設供用時とした。 

ｃ 予測方法 

(a) 予測条件 

ⅰ 振動発生源位置及び発生源データ 

新築施設に設置される機器の内、屋外に影響を及ぼすと考えられる振動発生源は

破砕機のみで図 6-4-2 に示すように建屋内に設置され、建物と分離した頑丈な独立

基礎に固定し防振装置を取り付ける。発生源データは類似施設のデータより表 6-4-

2 に示すとおりとした。 

表 6-4-2 新築施設の振動源データ 

振動発生機器 基準振動レベル 基準距離 

破砕機 53dB 1m 

(b) 予測手法 

次の振動伝搬理論式を用いて予測した。 

Ｌp＝Ｌ0－10log (ｒ／ｒ０)－8.7α(ｒ－ｒ０)  

ここで、Ｌp ： 予測点の振動レベル（dB） 

Ｌ0 ： 基準点の振動レベル（dB） 

ｒ  ： 振動源から予測点までの距離（m） 

ｒ０ ： 振動源から基準点までの距離（m） 

α  ： 地盤の減衰定数 

粘 土 α＝0.01～0.02 

シルト α＝0.02～0.03 

事業予定地周辺の地盤は、砂及びシルト層となっていること

からαは 0.02 を設定した。 
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ｄ 予測結果 

予測結果を図 6-4-2 に示す。 

注）図中の●は、西から順に調査地点①、②、③を示す。 

＜振動発生源位置＞      ＜類似施設（破砕）における調査地点及び予測分布図＞ 

＜既存施設（類似）における振動調査結果＞ 

単位：dB 

調査地点 調査時間 
時間率振動レベル 

（L10） 

① 

11:51～12:01 

38 

② 38 

③ 37 

図 6-4-2 類似施設（破砕）における振動調査結果と振動伝搬理論式による予測結果 

● ●●
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資料 6-5  工事関係車両及び施設関連車両の走行による振動の予測方法 

[本編 p.257 参照] 

道路交通振動に関する予測式は、「道路環境影響評価の技術手法（平成 24 年度版）」（国土交

通省、独立行政法人土木研究所，平成 25 年）に示されている提案式「振動レベルの 80％レンジ

の上端値を予測するための式」を用いた。 

Ｌ10＝Ｌ10
*－αｌ

Ｌ10
*＝ａlog（logＱ*）＋ｂlogＶ＋ｃlogＭ＋ｄ＋ασ＋αｆ＋αｓ

ここで、Ｌ10 ： 振動レベルの80％レンジの上端値の予測値（dB） 

Ｌ10
* ： 基準点における振動レベルの80％レンジの上端値の予測値（dB） 

Ｑ*  ： 500秒間の1車線当たり等価交通量（台/500秒/車線） 

Ｑ*＝500／3,600×1／Ｍ×（Ｑ1＋ＫＱ2） 

Ｑ1  ： 小型車時間交通量（台/時） 

Ｑ2  ： 大型車時間交通量（台/時） 

Ｋ  ： 大型車の小型車への変換係数（表6-5-1参照） 

Ｖ≦100km/hとし、Ｋ＝13とした。 

Ｖ  ： 平均走行速度（km/時） 

Ｍ  ： 上下車線合計の車線数 

ασ  ：  路面の平坦性等による補正値（dB）（表6-5-1参照） 

ασ＝8.2log10σ（アスファルト舗装） 

σ：3mプロフィルメータによる路面凹凸の標準偏差（mm） 

維持修繕要否判断の目標値とされている4.0mm～5.0mmを参考として

予測結果が最大となる5.0mmとした。 

αｆ  ：  地盤卓越振動数による補正値（dB）（表6-5-1参照） 

αｓ  ： 道路構造による補正値（dB）（表6-5-1参照） 

αｌ  ：  距離減衰値（dB）（表6-5-1参照） 

ａ,ｂ,ｃ,ｄ ：  定数（表6-5-1参照） 
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表 6-5-1 道路交通振動予測式の定数及び補正値等 

出典）「道路環境影響評価の技術手法（平成 24年度版）」（国土交通省、独立行政法人土木研究所，平成 25年） 
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資料 6-6  工事関係車両の走行による振動レベルの時間別予測結果 

[本編 p.259 参照] 

工事関係車両の走行による振動レベル（L10）の時間別予測結果を表 6-6-1(1)～(3)に示す。 

表 6-6-1(1) 工事関係車両の走行による振動レベル（L10）の時間別予測結果（No.6） 

   単位：dB 

時間帯 
現況 

振動レベル 

工事中 

振動レベル 
増加分 

6:00～7:00 41.7 42.3 0.6 

7:00～8:00 41.1 41.7 0.6 

8:00～9:00 40.7 41.2 0.5 

9:00～10:00 42.8 43.3 0.5 

10:00～11:00 44.3 44.7 0.4 

11:00～12:00 45.3 45.7 0.4 

12:00～13:00 42.9 43.3 0.4 

13:00～14:00 43.4 43.8 0.4 

14:00～15:00 42.4 42.8 0.4 

15:00～16:00 42.6 43.0 0.4 

16:00～17:00 42.0 42.4 0.4 

17:00～18:00 40.1 40.6 0.5 

18:00～19:00 39.0 39.6 0.6 

注）1:工事関係車両の走行時間は 6～19時である。 

2:「増加分」は、端数処理前の現況振動レベルから工事中振動レ

ベルへの増加量を示した。 

表 6-6-1(2) 工事関係車両の走行による振動レベル（L10）の時間別予測結果（No.7） 

   単位：dB 

時間帯 
現況 

振動レベル 

工事中 

振動レベル 
増加分 

6:00～7:00 52.2 52.3 0.1 

7:00～8:00 51.0 51.1 0.1 

8:00～9:00 52.1 52.1 0.0 

9:00～10:00 53.6 53.6 0.0 

10:00～11:00 53.3 53.3 0.0 

11:00～12:00 53.4 53.4 0.0 

12:00～13:00 53.4 53.4 0.0 

13:00～14:00 53.2 53.2 0.0 

14:00～15:00 53.3 53.3 0.0 

15:00～16:00 52.8 52.8 0.0 

16:00～17:00 51.9 52.0 0.1 

17:00～18:00 49.7 49.8 0.1 

18:00～19:00 48.2 48.3 0.1 

注）1:工事関係車両の走行時間は 6～19時である。 

2:「増加分」は、端数処理前の現況振動レベルから工事中振動レ

ベルへの増加量を示した。 
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表 6-6-1(3) 工事関係車両の走行による振動レベル（L10）の時間別予測結果（No.8） 

   単位：dB 

時間帯 
現況 

振動レベル 

工事中 

振動レベル 
増加分 

6:00～7:00 59.5 59.6 0.1 

7:00～8:00 57.7 57.8 0.1 

8:00～9:00 60.6 60.6 0.0 

9:00～10:00 61.5 61.5 0.0 

10:00～11:00 61.4 61.4 0.0 

11:00～12:00 61.2 61.2 0.0 

12:00～13:00 61.5 61.5 0.0 

13:00～14:00 60.8 60.8 0.0 

14:00～15:00 61.1 61.1 0.0 

15:00～16:00 61.1 61.1 0.0 

16:00～17:00 60.2 60.3 0.1 

17:00～18:00 58.9 59.0 0.1 

18:00～19:00 58.1 58.2 0.1 

注）1:工事関係車両の走行時間は 6～19時である。 

2:「増加分」は、端数処理前の現況振動レベルから工事中振動レ

ベルへの増加量を示した。 



- 357 - 

資料 6-7  施設関連車両の走行による振動レベルの時間別予測結果 

[本編 p.266 参照] 

施設関連車両の走行による振動レベル（L10）の時間別予測結果を表 6-7-1(1)～(3)に示す。 

表 6-7-1(1) 施設関連車両の走行による振動レベル（L10）の時間別予測結果（No.6） 

   単位：dB 

時間帯 
現況 

振動レベル 

供用時 

振動レベル 
増加分 

6:00～7:00 41.7 43.6 1.9 

7:00～8:00 41.1 42.9 1.8 

8:00～9:00 40.7 42.4 1.7 

9:00～10:00 42.8 44.3 1.5 

10:00～11:00 44.3 45.6 1.3 

11:00～12:00 45.3 46.4 1.1 

12:00～13:00 42.9 44.0 1.1 

13:00～14:00 43.4 44.8 1.4 

14:00～15:00 42.4 43.7 1.3 

15:00～16:00 42.6 43.9 1.3 

16:00～17:00 42.0 43.4 1.4 

注）1:施設関連車両の走行時間は 6～17時である。 

2:「増加分」は、端数処理前の現況振動レベルから供用時振動レ

ベルへの増加量を示した。 

表 6-7-1(2) 施設関連車両の走行による振動レベル（L10）の時間別予測結果（No.7） 

   単位：dB 

時間帯 
現況 

振動レベル 

供用時 

振動レベル 
増加分 

6:00～7:00 52.2 52.7 0.5 

7:00～8:00 51.0 51.5 0.5 

8:00～9:00 52.1 52.5 0.4 

9:00～10:00 53.6 53.9 0.3 

10:00～11:00 53.3 53.6 0.3 

11:00～12:00 53.4 53.7 0.3 

12:00～13:00 53.4 53.7 0.3 

13:00～14:00 53.2 53.5 0.3 

14:00～15:00 53.3 53.6 0.3 

15:00～16:00 52.8 53.1 0.3 

16:00～17:00 51.9 52.4 0.5 

注）1:施設関連車両の走行時間は 6～17時である。 

2:「増加分」は、端数処理前の現況振動レベルから供用時振動レ

ベルへの増加量を示した。 
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表 6-7-1(3) 施設関連車両の走行による振動レベル（L10）の時間別予測結果（No.8） 

   単位：dB 

時間帯 
現況 

振動レベル 

供用時 

振動レベル 
増加分 

6:00～7:00 59.5 60.0 0.5 

7:00～8:00 57.7 58.3 0.6 

8:00～9:00 60.6 61.0 0.4 

9:00～10:00 61.5 61.9 0.4 

10:00～11:00 61.4 61.8 0.4 

11:00～12:00 61.2 61.6 0.4 

12:00～13:00 61.5 61.9 0.4 

13:00～14:00 60.8 61.2 0.4 

14:00～15:00 61.1 61.5 0.4 

15:00～16:00 61.1 61.5 0.4 

16:00～17:00 60.2 60.7 0.5 

注）1:施設関連車両の走行時間は 6～17時である。 

2:「増加分」は、端数処理前の現況振動レベルから供用時振動レ

ベルへの増加量を示した。 
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